
計算数量 計上数量 計算数量 計上数量
道路改良 式 1

道路土工 式 1
盛土工 式 1

路肩盛土 m3 22.4 20
CB210510 路体(築堤)盛土 m3 22.4 22 2.5m未満

残土処理工 式 1
土砂等運搬 土砂 L=13.2km m3 89.4 90 道路土工83.6m3+標識5.8m3

CB210110 土砂等運搬 m3 89.4 89 標準､ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.45m3(平積0.35m3)､土砂(岩塊･玉石混り土含む)､無し､13.5km以下

残土受け入れ価格 m3 89.4 89
落石雪害防止工 式 1

作業土工 式 1
床掘り m3 182.2 180

CB210030 床掘り m3 182.2 182 土砂､平均施工幅1m以上2m未満､無し､無し
埋戻し m3 66.3 70

CB210410 埋戻し m3 66.3 66 最大埋戻幅1m未満
防雪柵基礎工 式 1

基礎杭 φ318.5 t=6mm L=2.5～3.0m 本 31.0 31
鋼管杭打込工 本 28.0 28 L=2.5m
鋼管杭打込工 本 3.0 3 L=3.0m

CB225230 現場取卸(鋼管杭) t 3.65 3.65 ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型16t吊､標準
鋼管杭材料費 式 1.0 1
鋼管杭材料費 式 1.0 1

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 固定式 0.7×0.7×0.7 ②18-8-40 箇所 31.0 31
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 箇所 31.0 31 [0.7*0.7*0.7 ②18-8-40]

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 直接基礎 1.0×4.0×1.0 ②18-8-40 箇所 1.0 1
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 箇所 1.0 1 [1.0*4.0*1.0 ②18-8-40]

防草工 式 1
防草工 高炉②18-8-40 t=10cm m 235.0 235

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 m2 1089.0 1089 [t=10cm] 防草ｺﾝｸﾘｰﾄ､ｸﾚｰﾝ機能付きﾊﾞｯｸﾎｳ､土木(2)･港湾(5) 高炉 18-8-40､無し､10m3/100m2､無し

養生工 m2 1089.0 1089 防草ｺﾝｸﾘｰﾄ
CB221110 基礎砕石 m2 331.4 331 [t=10cm] 7.5cmを超え12.5cm以下､再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0

CB224710 目地板 m2 101.2 101.2 30m2以上､瀝青質目地板t=10
CB222780 ﾌｨﾙﾀｰ材 m3 7.0 7 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40
CB224720 吸出し防止材設置 m2 117.6 118
CB222770 暗渠排水管 m 20.7 20.7 据付､直管､50～150mm、VPΦ75

舗装 式 1
舗装工 式 1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工（本線・車道） 式 1
下層路盤(車道･路肩部) 再生砕石(RC-40) t=35cm m2 2616.4 2620

CB410030 下層路盤(車道･路肩部) m2 2616.4 2616 350mm､2層施工､再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40
上層路盤(車道･路肩部) 粒調砕石(M-40) t=15cm m2 2514.1 2510

CB410040 上層路盤(車道･路肩部) m2 2514.1 2514 粒度調整砕石 M-40150mm､1層施工
表層(車道･路肩部) ②再生密粒度As(13) t=4cm m2 2501.9 2500

CB410260 表層(車道･路肩部) m2 2501.9 2502 3.0m超､40mm､各種(2.30以上2.40t/m3未満)､ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工（本線・歩道） 式 1
凍上抑制層 路盤用砂 t=15cm m2 752.0 752

凍上抑制層工 m2 752.0 752
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路盤(歩道部) 切込砕石(C-20) t=10cm m2 752.0 752
CB410031 下層路盤(歩道部) m2 752.0 752 100mm､1層施工､ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-20

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工（取付道路） 式 1
上層路盤(車道･路肩部) 切込砕石(C-20) t=10cm m2 244.1 244

CB410040 上層路盤(車道･路肩部) m2 244.1 244.1 路盤材(C-20)､100mm､1層施工
表層(車道･路肩部) ⑤再生密粒度ｱｽｺﾝ(13F) t=3cm m2 237.9 238

CB410260 表層(車道･路肩部) m2 237.9 237.9 1.4m以上3.0m以下､30mm､各種(2.30以上2.40t/m3未満)､ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3

縁石工 式 1
縁石工 式 1

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ F型 m 243.1 243
歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ m 243.1 243.1 F型

防護柵工 式 1
防止柵工 式 1

転落(横断)防止柵 柵高:1.1m m 110.0 110
防護柵(横断･転落防止柵)設置工 m 110.0 110 ｺﾝｸﾘｰﾄ建込､ﾋﾞｰﾑ式･ﾊﾟﾈﾙ式､2m､100m以上(標準)

標識工 式 1
大型標識工 式 1

標識基礎 基 1.0 1
標識基礎設置(片持式･門型式) m3 7.6 7.6 片持式の基礎､6.0m3以上
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ材料費 kg 71.0 71

片持標識柱 基 1.0 1
標識柱設置(片持式) 基 1.0 1 400kg以上/基､亜鉛ﾒｯｷ､779.18kg/基､1基､無､無

標識板 枚 1.0 1
標識板設置 m2 6.2 6.2 新設､2.0m2以上､ｶﾌﾟｾﾙﾌﾟﾘｽﾞﾑ･ｶﾌﾟｾﾙﾚﾝｽﾞ､10m2未満

道路標識板(目隠し板) m2 0.7 0.7
道路付属施設工 式 1

道路付属物工 式 1
視線誘導標 ｽﾉｰﾎﾟｰﾙ併用型 本 8.0 8

道路付属物設置工 本 4.0 4 土中建込､手間+材料費､両面反射反射径φ100下反射体1個､標準､10本未満

道路付属物設置工 本 4.0 4 ｺﾝｸﾘｰﾄ建込(穿孔含まない)､手間+材料費､両面反射反射径φ100下反射体1個､さや管､10本未満



No. 2 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

作 業 土 工

一 次 施 工

床 掘 m3  182 2

埋 戻 埋戻D 〃  66 3

残 土 〃  83 6

二 次 施 工

路 肩 盛 土 m3  22 4

§2.土　工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



基 m3 m3

防雪柵基礎工 固定式 31.0 49.3 38.0
基 m3 m3

〃 脱着式
基 m3 m3

〃 直接基礎 1.0 8.3 4.5

m m3 m3

防 草 工 235.0 99.0 22.4

基 m3 m3

転 落 防 止 柵 57.0 25.6 23.8

m3 m3 m3

合 計 182.2 66.3 22.4

一次+二次 m3

残 土 = 83.6

残 土 路 肩 盛 土

182.2-(66.3+22.4)/0.9

No. 2 - 3

土　工

集 計 表

二 次 施 工
名 称

床 掘

一次施工
箇 所 数
延 長

規格・寸法
埋 戻



種 別

固定式 基

箇 所 数 (根巻コンクリート) 基礎工数量表より 31 0

作 業 土 工

一 次 施 工

m3

床 掘 159.12×31.0/100.0 49 3

m3

埋 戻 埋戻D 122.55×31.0/100.0 38 0

No. 2 - 4

作業土工　防雪柵基礎工(固定式)

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

埋戻D埋戻

数 量算 式規 格

床掘

名 称

一次施工

二次施工

路肩盛土 控除

122.55 m3159.12-(0.291*0.7+0.180*0.9)*100

159.12 m3(0.936*1.70)*10

数量計算書(100箇所当り)

(0.051*0.70)*100 3.57 m3

固定式基礎-作業土工

側 面 図 正 面 図
(保護路肩部)

1: 1. 5

100 700 100

900

500

2
0
0

100 700 100

900

500 500

1 700

2
0
0

1 700

500

9
0
0 7
0
0

7
0
0

9
0
0

床掘 A=0.936m2
埋戻控除
基礎コン A=0.291m2
基礎砕石 A=0.180m2

歩道
保護路肩
1 000 法面

4
2
0

2
8
0

6
2
0 4
2
0

2
8
0

6
2
0

路肩盛土控除
A=0.051m2



種 別

基

箇 所 数 直接基礎 基礎工数量表より 1 0

作 業 土 工

一 次 施 工

m3

床 掘 82.85×1.0/10.0 8 3

m3

埋 戻 埋戻D 44.81×1.0/10.0 4 5

No. 2 - 6

作業土工　防雪柵基礎工(直接基礎)

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

埋戻D埋戻

数 量算 式規 格

床掘

名 称

一次施工

二次施工

路肩盛土 控除

44.81 m382.85-(0.699*4.00+0.24*4.20)*10

82.85 m31.657*5.00*10

数量計算書(10箇所当り)

0.063*4.00*10 2.52 m3

作業 土 工 図

正 面 図 側 面 図

175

100 1 000 100

1 200

500 500

2 000

2
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

2
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

100 4 000 100

4 200

500 500

5 000

床掘 A=1.657m2
埋戻控除
基礎コン A=0.699m2
基礎砕石 A=0.240m2

7
2
0

2
8
0

9
2
0

歩道
保護路肩
1 000 法面

7
2
0

2
8
0

9
2
0

路肩盛土控除
A=0.063m2



種 別

NO.125+16.320 m

～NO.126+4.466 延長 8 1

一 次 施 工
防草コンクリートt=10cm (法面全体+法尻+基礎材)×0.10-二次施工法面断面積×延長 m3

床 掘 基礎材t=10cm (29.9+3.3+4.0)×0.10-0.035×8.1 3 4

m3

〃 フィルター材 3.00×8.1/100.0 0 2

m3

〃 床掘合計 3.4+0.2 3 6

二 次 施 工

全体-交差点部(保護路肩50cm区間) m3

路 肩 盛 土 10.30×8.1/100.0-0.08×0.50×0.000 0 8

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m3

〃 防雪柵基礎工(固定式) 3.57×0.0/100.0 0 0

〃 転落防止柵基礎工 N=3.0箇所 m3

〃 転落防止柵基礎工 0.72×3.0/100.0 0 0

m3

〃 路肩盛土合計 0.8-(0.0+0.0) 0 8

NO.126+9.351 m

～NO.129+5.731 延長 56 1

一 次 施 工
防草コンクリートt=10cm (法面全体+法尻+基礎材)×0.10-二次施工法面断面積×延長 m3

床 掘 基礎材t=10cm (214.6+22.4+28.1)×0.10-0.035×56.1 24 5

m3

〃 フィルター材 3.00×56.1/100.0 1 7

m3

〃 床掘合計 24.5+1.7 26 2

二 次 施 工

m3

路 肩 盛 土 10.30×56.1/100.0 5 8

控除 転落防止柵基礎工 N=28.0箇所 m3

〃 転落防止柵基礎工 0.72×28.0/100.0 0 2

m3

〃 路肩盛土合計 5.8-0.2 5 6

No. 2 - 8

作業土工　防草工 算　　　　　　　　　　　式 数　　量
防草 工 標 準 図

1 : 1 .5

保護路肩(W=1000)
(二次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :

法
面
部
(L)

法尻部(W1)
(一次施工)

歩道

法尻水路

法尻部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路肩部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路 肩 盛 土 :

再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

二次施工

9
0
0

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

排水パイプ
VPφ75 L=0.35m

吸出し防止材 t=10mm

基礎幅(W2)
(一次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

打継目目地 瀝青質t=10mm(W=186)二
次
施
工

(L=364)

一
次
施

工

数 量算 式規 格

コンクリート

名 称

防草工(一次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

法尻部目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

名 称

0.104*100 10.4 m2

- m2

- m2

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

((法面全体平均長+法尻平均長)*0.1-0.035)*箇所数

(起点側法面全体長+起点側法尻長+終点側法面全体長

+終点側法尻長)*0.1-0.035*2

((法面全体+法尻)*0.1-0.035)*延長 - m3

基礎材
再生砕石
(最大粒径40mm) - m2基礎幅*延長

数 量算 式規 格

フィルター材

名 称

フィルター材数量計算書(100m当り)

排水パイプ

吸出し防止材

再生砕石
(最大粒径40mm) (1/2*0.3*0.2)*100 3.00 m3

t=10mm (0.3+0.2)*100 50.0 m2

VPφ75 - m0.35*本数

※排水パイプは、防雪柵基礎工1スパンに1箇所、転落防止柵基礎工2スパンに1箇所とする。
※舗装工と同時施工等により、雨水等の滞水及び浸透がないと判断される場合、必要無し。

基礎材
再生砕石
(最大粒径40mm)

数 量

13.30 m3

算 式

(0.098+0.035)*100

規 格

コンクリート

防草工(二次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

打継目目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

(0.098+0.035)*2

路肩部目地 瀝青質t=10mm

0.100*100

0.104*100

0.969*100 96.9 m2

10.4 m2

10.0 m2

(0.098+0.035)*箇所数 - m2

路肩盛土 0.103*100 10.30 m3

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

0.27 m2

埋戻D埋戻

数 量算 式規 格

床掘

名 称

一次施工

二次施工

路肩盛土 控除

122.55 m3159.12-(0.291*0.7+0.180*0.9)*100

159.12 m3(0.936*1.70)*10

数量計算書(100箇所当り)

(0.051*0.70)*100 3.57 m3

固定式基礎-作業土工

側 面 図 正 面 図
(保護路肩部)

1 : 1 .5

100 700 100

900

500

2
0
0

100 700 100

900

500 500

1 700

2
0
0

1 700

500

9
0
0 7
0
0

7
0
0

9
0
0

床掘 A=0.936m2
埋戻控除
基礎コン A=0.291m2
基礎砕石 A=0.180m2

歩道
保護路肩
1 000 法面
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2
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2
0

路肩盛土控除
A=0.051m2

フィルター材詳細図

1 : 1 .5

2
0
0

300

吸出し防止材 t=10mm

吸出し防止材 t=10mm

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

防草工(二次施工)詳細図

1 :1 . 5

保護路肩(W=1000)
(断面積A=0.098m2)

歩道

▽ 歩道路盤工下面

基礎材(W=969)

路肩盛土 A=0.103m2

法
面
部
(L=364)

(断
面
積
A=0.03 5m2)

側 面 図 正 面 図

1 : 1 .5
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床掘 A=0.351m2
埋戻控除
基礎コン A=0.051m2
基礎砕石 A=0.040m2

保護路肩
1 000 法面

50 300 50

400

500 500

1 300

1
7
0

2
8
0

1
0
0

4
5
0

5
5
0

2
7
0

作 業 土 工

歩道

500

1 300

(転落防止柵)

路肩盛土控除
A=0.024m2

埋戻D 42.50 m345.63-(0.051*0.3+0.040*0.4)*100埋戻

数 量

45.63 m3

算 式

(0.351*1.30)*100

規 格

床掘

名 称

数量計算書(100箇所当り)

一次施工

二次施工

控除路肩盛土 (0.024*0.30)*100 0.72 m3



種 別

NO.129+9.167 m

～NO.138 延長 170 8

一 次 施 工
防草コンクリートt=10cm (法面全体+法尻+基礎材)×0.10-二次施工法面断面積×延長 m3

床 掘 基礎材t=10cm (546.8+68.5+85.5)×0.10-0.035×170.8 64 1

m3

〃 フィルター材 3.00×170.8/100.0 5 1

m3

〃 床掘合計 64.1+5.1 69 2

二 次 施 工

m3

路 肩 盛 土 10.30×170.8/100.0 17 6

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m3

〃 防雪柵基礎工(固定式) 3.57×31.0/100.0 1 1

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m3

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) 2.52×1.0/10.0 0 3

〃 転落防止柵基礎工 N=26.0箇所 m3

〃 転落防止柵基礎工 0.72×26.0/100.0 0 2

m3

〃 路肩盛土合計 17.6-(1.1+0.3+0.2) 16 0

m

防草工作業土工合計 延長 8.1+56.1+170.8 235 0

一 次 施 工
防草コンクリートt=10cm m3

床 掘 基礎材t=10cm 3.4+24.5+64.1 92 0

m3

〃 フィルター材 0.2+1.7+5.1 7 0

m3

〃 床掘合計 3.6+26.2+69.2 99 0

二 次 施 工

m3

路 肩 盛 土 0.8+5.8+17.6 24 2

m3

〃 控除数量合計 (0.0+0.0)+0.2+(1.1+0.3+0.2) 1 8

m3

〃 路肩盛土合計 0.8+5.6+16.0 22 4

No. 2 - 9

作業土工　防草工 算　　　　　　　　　　　式 数　　量
防 草 工 標 準 図

1 :1.5

保護路肩(W=1000)
(二次施工)

コンクリ ート:

基 礎 材 :

法
面

部
(L )

法尻部(W1)
(一次施工)

歩道

法尻水路

法尻部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路肩部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路 肩 盛 土 :

再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

二次施工

9
0
0

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

排水パイプ
VPφ75 L=0.35m

吸出し防止材 t=10mm

基礎幅(W2)
(一次施工)

コンクリ ート:

基 礎 材 :再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

打継目目地 瀝青質t=10mm(W=186)二
次

施
工

( L = 3 64 )

一
次

施
工

数 量算 式規 格

コンクリート

名 称

防草工(一次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

法尻部目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

名 称

0.104*100 10.4 m2

- m2

- m2

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

((法面全体平均長+法尻平均長)*0.1-0.035)*箇所数

(起点側法面全体長+起点側法尻長+終点側法面全体長
+終点側法尻長)*0.1-0.035*2

((法面全体+法尻)*0.1-0.035)*延長 - m3

基礎材
再生砕石
(最大粒径40mm) - m2基礎幅*延長

数 量算 式規 格

フィルター材

名 称

フィルター材数量計算書(100m当り)

排水パイプ

吸出し防止材

再生砕石

(最大粒径40mm)
(1/2*0.3*0.2)*100 3.00 m3

t=10mm (0.3+0.2)*100 50.0 m2

VPφ75 - m0.35*本数

※排水パイプは、防雪柵基礎工1スパンに1箇所、転落防止柵基礎工2スパンに1箇所とする。
※舗装工と同時施工等により、雨水等の滞水及び浸透がないと判断される場合、必要無し。

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm)

数 量

13.30 m3

算 式

(0.098+0.035)*100

規 格

コンクリート

防草工(二次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

打継目目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

(0.098+0.035)*2

路肩部目地 瀝青質t=10mm

0.100*100

0.104*100

0.969*100 96.9 m2

10.4 m2

10.0 m2

(0.098+0.035)*箇所数 - m2

路肩盛土 0.103*100 10.30 m3

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。

※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

0.27 m2

埋戻D埋戻

数 量算 式規 格

床掘

名 称

一次施工

二次施工

路肩盛土 控除

122.55 m3159.12-(0.291*0.7+0.180*0.9)*100

159.12 m3(0.936*1.70)*10

数量計算書(100箇所当り)

(0.051*0.70)*100 3.57 m3

固定式基礎-作業土工

側 面 図 正 面 図
(保護路肩部)

1 : 1 . 5
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床掘 A=0.936m2

埋戻控除

基礎コン A=0.291m2

基礎砕石 A=0.180m2

歩道

保護路肩

1 000 法面

4
2
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2
80

6
2
0 4
2
0

2
80

6
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0

路肩盛土控除

A=0.051m2

フィルター材詳細図

1 : 1 . 5

2
0
0

300

吸出し防止材 t=10mm

吸出し防止材 t=10mm

フィルター材

再生砕石(最大粒径40mm)

防草工(二次施工)詳細図

1 : 1 . 5

保護路肩(W=1000)
(断面積A=0.098m2)

歩道

▽ 歩道路盤工下面

基礎材(W=969)

路肩盛土 A=0.103m2

法
面

部
( L= 3 6 4 )

(断
面

積
A = 0. 0 3 5m 2 )

側 面 図 正 面 図

1: 1.5
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床掘 A=0.351m2

埋戻控除

基礎コン A=0.051m2

基礎砕石 A=0.040m2

保護路肩

1 000 法面
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作 業 土 工

歩道

500

1 300

(転落防止柵)

路肩盛土控除

A=0.024m2

埋戻D 42.50 m345.63-(0.051*0.3+0.040*0.4)*100埋戻

数 量

45.63 m3

算 式

(0.351*1.30)*100

規 格

床掘

名 称

数量計算書(100箇所当り)

一次施工

二次施工

控除路肩盛土 (0.024*0.30)*100 0.72 m3

作 業 土工 図

正 面 図 側 面 図

175
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床掘 A=1.657m2
埋戻控除
基礎コン A=0.699m2
基礎砕石 A=0.240m2
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歩道
保護路肩
1 000 法面

7
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2
8
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9
2
0

路肩盛土控除
A=0.063m2

埋戻D埋戻

数 量算 式規 格

床掘

名 称

一次施工

二次施工

路肩盛土 控除

44.81 m382.85-(0.699*4.00+0.24*4.20)*10

82.85 m31.657*5.00*10

数量計算書(10箇所当り)

0.063*4.00*10 2.52 m3



種 別

NO.125+16.320 基

～NO.126+2.418 箇所数 3 0

一 次 施 工

m3

床 掘 転落防止柵 45.63×3.0/100.0 1 4

m3

〃 転落防止柵+防雪柵 19.89×0.0/100.0 0 0

m3

床 掘 合 計 1.4+0.0 1 4

埋戻D m3

埋 戻 転落防止柵 42.50×3.0/100.0 1 3

〃 m3

〃 転落防止柵+防雪柵 19.22×0.0/100.0 0 0

m3

埋 戻 合 計 1.3+0.0 1 3

NO.126+10.883 基

～NO.129+5.000 箇所数 28 0

一 次 施 工

m3

床 掘 転落防止柵 45.63×28.0/100.0 12 8

埋戻D m3

埋 戻 転落防止柵 42.50×28.0/100.0 11 9

NO.129+11.076 基

～NO.132+1.076 箇所数 26 0

一 次 施 工

m3

床 掘 転落防止柵 45.63×24.0/100.0 11 0

m3

〃 転落防止柵+防雪柵 19.89×2.0/100.0 0 4

m3

床 掘 合 計 11.0+0.4 11 4

埋戻D m3

埋 戻 転落防止柵 42.50×24.0/100.0 10 2

〃 m3

〃 転落防止柵+防雪柵 19.22×2.0/100.0 0 4

m3

埋 戻 合 計 10.2+0.4 10 6

転落防止柵 基

作業土工合計 箇所数 3.0+28.0+26.0 57 0

一 次 施 工

m3

床 掘 1.4+12.8+11.4 25 6

m3

埋 戻 埋戻D 1.3+11.9+10.6 23 8

No. 2 - 10

作業土工　転落防止柵 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

平 面 図 側 面 図 正 面 図

1 : 1. 5

1
7
0

1
0
0

4
5
0

2
7
0

2
8
0

5
5
0

50 300 50

400

500

床掘 A=0.351m2
埋戻控除
基礎コン A=0.051m2
基礎砕石 A=0.040m2
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作 業 土 工

埋戻D 42.50 m345.63-(0.051*0.3+0.040*0.4)*100埋戻

数 量

45.63 m3

算 式

(0.351*1.30)*100

規 格

床掘

名 称

数量計算書(100箇所当り)

歩道

500

1 300

ス
パ

ン
ス

パ
ン

法面歩道
(保護路肩)

1 000

300

3
0
0

掘削ライン

(転落防止柵)

平 面 図 側 面 図 正 面 図

作 業 土 工

(転落防止柵+防雪柵)

ス
パ

ン
ス

パ
ン

法面歩道
(保護路肩)

1 000

300

3
0
0

掘削ライン

1 : 1. 5

1
7
0

1
0
0

4
5
0

2
7
0

2
8
0

5
5
0

50

保護路肩
1 000 法面歩道

500

50

100

550

床掘 A=0.153m2
埋戻控除
基礎コン A=0.009m2
基礎砕石 A=0.010m2

50 300 50

400

500 500

1 300

1
7
0

2
8
0

1
0
0

4
5
0

5
5
0

2
7
0

埋戻D 19.22 m319.89-(0.009*0.3+0.010*0.4)*100埋戻

数 量

19.89 m3

算 式

(0.153*1.30)*100

規 格

床掘

名 称

数量計算書(100箇所当り)

路肩盛土控除
A=0.024m2

路肩盛土控除
A=0.024m2

一次施工

二次施工

控除路肩盛土 (0.024*0.30)*100 0.72 m3

一次施工

二次施工

控除路肩盛土 (0.024*0.30)*100 0.72 m3



No. 4 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

固 定 式

(根巻コンクリート) B700-L700-H700 基  31 0

脱 着 式

(根巻コンクリート) B800-L800-H800 〃  0 0

直 接 基 礎 B1000-L4000-H1000 〃  1 0

基 礎 工 合 計 〃  32 0

固 定 式 φ318.5 t=6.0mm

( 鋼 管 杭 ) L=2.5m 本  28 0

〃

L=3.0m 〃  3 0

〃

L=3.5m 〃  0 0

〃

L=4.0m 〃  0 0

〃

L=4.5m 〃  0 0

〃

L=5.0m 〃  0 0

〃

L=5.5m 〃  0 0

固定式(鋼管杭)合計 〃  31 0

脱 着 式 φ318.5 t=6.0mm

( 鋼 管 杭 ) L=3.5m 基  0 0

〃

L=4.5m 〃  0 0

〃

L=5.5m 〃  0 0

脱着式(鋼管杭)合計 〃  0 0

鋼 管 杭 合 計 基  31 0

§4.基　礎　工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



固 定 式 基 m3 m2 m2

(根巻コンクリート) B700-L700-H700 31.0 10.6 60.8 25.1

脱 着 式 基 m3 m2 m2 m 枚

(根巻コンクリート) B800-L800-H800 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

基 m3 m2 m2

直 接 基 礎 B1000-L4000-H1000 1.0 4.0 10.0 5.0

基 m3 m2 m2 m 枚

基 礎 工 合 計 32.0 14.6 70.8 30.1 0.0 0.0

固 定 式 φ318.5 t=6.0mm 基 kg (89.2+98.5) kg kg m

( 鋼 管 杭 ) L=2.5m 28.0 3234.0 187.7 14.9 110.3

〃 基 kg (9.6+10.6) kg kg m

L=3.0m 3.0 415.8 20.2 1.6 11.9

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=3.5m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=4.0m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=4.5m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=5.0m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=5.5m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

基 kg kg kg kg kg kg kg kg kg m

小 計 31.0 3234.0 415.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 207.9 16.5 122.2

脱 着 式 φ318.5 t=6.0mm 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

( 鋼 管 杭 ) L=3.5m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=4.5m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

〃 基 kg (0.0+0.0) kg kg m

L=5.5m 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

基 kg kg kg kg kg m

小 計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

基

鋼 管 杭 合 計 31.0

kg kg kg kg kg kg kg

小 計 3234.0 415.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

kg kg kg m m3 m2 m2 m 枚

合 計 3649.8 207.9 16.5 122.2 14.6 70.8 30.1 0.0 0.0

No. 4 - 3

名　　　称 規格・寸法
ずれ止め

PL-25 9mm

ストッパー

L=5.5m 脚長λ9mmL=3.5m

基礎材

L=2.5m L=4.0m L=4.5m

基　礎　工

排水パイプ 基礎蓋

φ30
L=0.30m/基

縞鋼板蓋450×750
N=1.0枚/基

集　　　　　計　　　　　表

鋼管杭 φ318.5 t=6.0mm

L=3.0m

コンクリート

PL-25 9mm 18-8-40

基　数
L=5.0m

現場溶接 型　枠

再生砕石
最大粒径40mm

t=20cm



基 基

NO.131 + 17.077 ～ NO.132 + 9.076  3 0

NO.132 + 9.076 ～ NO.134 + 7.898  10 0

NO.134 + 11.898 ～ NO.137 + 18.846  18 0

基 基

 0 0  31 0

基

 31 0

測 点  延  長 ・ 個 数 測 点  延  長 ・ 個 数

No. 4 - 4

基礎工

延　長　調　書

(右側)

小　　　　　計 小　　　　　計

合　　　　　計

固定式(根巻コンクリート)



基 基

NO.134 + 7.898  1 0

基 基

 0 0  1 0

No. 4 - 5

基礎工

延　長　調　書

(右側)

脱着式(根巻コンクリート) 直接基礎：B1000-L4000-H1000

測 点  延  長 ・ 個 数 測 点

合　　　　　計 合　　　　　計

 延  長 ・ 個 数



基 基

NO.132 + 9.076 ～ NO.134 + 3.898  10 0

NO.134 + 11.898 ～ NO.137 + 18.846  18 0

基 基

 28 0  0 0

基 基

NO.131 + 17.077 ～ NO.132 + 9.076  3 0

基 基

 3 0  0 0

測 点 延 長 ・  個  数

合　　　　　計 合　　　　　計

固定式：鋼管杭+根巻(φ318.5 t=6.0mm L=3.5m)

測 点  延  長 ・ 個 数 測 点  延  長 ・ 個 数

合　　　　　計 合　　　　　計

固定式：鋼管杭+根巻(φ318.5 t=6.0mm L=3.0m) 固定式：鋼管杭+根巻(φ318.5 t=6.0mm L=4.0m)

固定式：鋼管杭+根巻(φ318.5 t=6.0mm L=2.5m)

測 点 延 長 ・  個  数

(右側)

基礎工

延　長　調　書

No. 4 - 5



種 別

基

箇 所 数 延長調書より 31 0

m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 3.43×(31.0/10.0) 10 6

m2

同 上 型 枠 19.6×(31.0/10.0) 60 8

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm t=20cm 8.1×(31.0/10.0) 25 1

2-M24×670 1組/基当り 組

防雪柵アンカーボルト B,N*8、FW*2 1×31.0 31 0

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

No. 4 - 9

固定式(根巻コンクリート)

基礎コンクリート詳細図

100 700 100

900

4
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2
0
0

700

基礎コンクリート
18-8-40

基礎材
再生砕石(最大粒径40mm)

コンクリート

基礎材

数量計算書(10箇所当り)

18-8-40

再生砕石
(最大粒径40mm)

名 称 規 格

(0.7*0.7*0.7)*10

(0.9*0.9)*10

算 式

3.43 m3

数 量

型枠 (0.7*0.7*4)*10 19.6 m2

8.1 m2

側 面 図
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0
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7
0
0

60 60580
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2-M24 アンカーボルト
N*8,FW*2(1セットあたり)
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6
5

6
2
0
0

6
7
0

175

 φ24

1

2

4

3

アンカーボルト詳細図 S=1:10

No

1

2

3

4

部  品  名 規格-仕様

アンカーボルト SS400 M24

プレート SS400 FB-6*65(黒)

材 料 表

ナット

ワッシャー

M24(めっき)

インチサイズ(めっき)

数 量

1

1

8

2

1本当り重量：7.00kg

注) -特記のない部品の表面処理は、JIS H8641(溶融亜鉛めっき)に準ずる。

    -ボルトねじ部は溶融亜鉛めっきHD235。



種 別

基

箇 所 数 延長調書より 1 0

m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 (1.00×4.00×1.00)×1.0 4 0

m2

同 上 型 枠 ((1.00+4.00)×1.00×2)×1.0 10 0

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm t=20cm (1.20×4.20)×1.0 5 0

2-M24×670 1組/基当り 組

防雪柵アンカーボルト B,N*8、FW*2 1×1.0 1 0

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

No. 4 - 11

直接基礎(B1000-L4000-H1000)

平 面 図

1
0
0
0

4 000

175

5
0
0

A

B

B

法
面

保
護

路
肩

1
0
0
0

A - A

2
0
0

1
0
0
0

100 4 000 100

4 200

4 000

175

基礎材
再生砕石(最大粒径40mm)

基礎コンクリート
18-8-40

2
0
0

1
0
0
0

100 1 000 100

1 200

1 000

2-M24 アンカーボルト
N*8,FW*2(1セットあたり)

8
0

5
9
0

6
7
0

500

B - B

18-8-40

10.0 m2(1.00+4.00)*1.00*2型枠

数 量

4.00 m3

算 式

1.00*4.00*1.00

規 格

コンクリート

名 称

数量計算書(1箇所当り)

基礎材
再生砕石
(最大粒径40mm) 1.20*4.20 5.0 m2

歩
道

注)設置位置は、保護路肩端部と第6号函渠工中心線の交点とし、
直接基礎前後は4mスパンとする。
スパン調整は、それ以外の場所で行うものとする。

250

6
5

6
2
0
0

6
7
0

175

 φ24

1

2

4

3

アンカーボルト詳細図 S=1:10

No

1

2

3

4

部  品  名 規格-仕様

アンカーボルト SS400 M24

プレート SS400 FB-6*65(黒)

材 料 表

ナット

ワッシャー

M24(めっき)

インチサイズ(めっき)

数 量

1

1

8

2

1本当り重量：7.00kg

注) -特記のない部品の表面処理は、JIS H8641(溶融亜鉛めっき)に準ずる。

    -ボルトねじ部は溶融亜鉛めっきHD235。



種 別

本

箇 所 数 延長調書より 28 0

φ318.5 t=6.0mm 単位重量 46.2kg/m kg

鋼 管 杭 L=2.5m 2.5×46.2×28.0 3,234 0

PL-25 9mm 単位重量 1.77kg/m kg

ず れ 止 め L=900m 0.900×2×1.77×28.0 89 2

PL-25 9mm 単位重量 1.77kg/m kg

〃 L=994mm 0.994×2×1.77×28.0 98 5

kg

合計 89.2+98.5 187 7

PL-25 9mm 単位重量 1.77kg/m kg

ス ト ッ パ ー L=50mm 0.050×6×1.77×28.0 14 9

単位数量 6個/基 個

6×28.0 168 0

現 場 溶 接 長

鋼管杭1本当り当り 3.79m m

ず れ 止 め 脚長λ9mm 3.79×28.0 106 1

鋼管杭1本当り 0.15m m

ス ト ッ パ ー 脚長λ9mm 0.15×28.0 4 2

m

合計 106.1+4.2 110 3

中詰コンクリート 支柱建込み部 m3

18-8-40 1/4×π×0.3065＾2×0.40×28 0 83

中 詰 砕 石 支柱建込み部 m3

RC-40 1/4×π×0.3065＾2×0.20×28×(1+0.20ﾛｽ率) 0 50

No. 4 - 6

算　　　　　　　　　　　式 数　　量固定式：鋼管杭+根巻(φ318.5 t=6.0mm L=2.5m)

平 面 図 断 面 図 A 部 詳 細 図

35±
1 0 ( mm )

ストッパー
PL-25*9*50

ずれ止め(内側)
PL-25*9

35

ずれ止め(外側)
PL-25*9

6.0 φ306.5 6.0

φ318.5

2
5 D
/
4
=
8
0

D
/
2
=
1
5
9

A

ずれ止め(内側)
PL-25*9

ずれ止め(外側)
PL-25*9

2
5

2
5

50

9

ストッパー
PL-25*9*50

ずれ止め(内側)
PL-25*9

9

9

6.0

全周現場
すみ肉溶接

鋼管杭

9

2
5

ずれ止め(外側)
PL-25*9

基礎杭姿図 杭頭詳細図

2
0
0

4
0
0

6
0
0

基礎ブロック下面

中詰コンクリート
18-8-40

中詰砕石
再生砕石(最大粒径40mm)

基礎ブロック下面 ずれ止め

4
0
0

2
1
0
0
～
5

1
0
0 鋼管杭(STK400)

φ318.5mm t=6.0mm
L=2.5～5.5m

3
0
0

2
5
0
0
～

5
5
0
0

名 称 形 状 数 量 単位重量(kg/m) 質量(kg) 摘 要

鋼管杭

ずれ止め

ストッパー

鋼管杭

基 礎 杭 重量(kg/m)

基礎杭寸法(W)

φ318.5 t=6.0mm

φ318.5*6.0*2.500

PL-25*9*994

PL-25*9*50

現場溶接長 ずれ止め(脚長λ9mm)

ストッパー(脚長λ9mm)

L=3.79m

2個

6個

L=0.15m

1.77

1.77

3.52

0.53

ずれ止め PL-25*9*900 2個 1.77 3.18

2.5m 46.2 115.50

3.0m

3.5m

4.0m

4.5m

5.0m

5.5m

φ318.5*6.0*3.000

φ318.5*6.0*3.500

φ318.5*6.0*4.000

φ318.5*6.0*4.500

φ318.5*6.0*5.000

φ318.5*6.0*5.500

46.2

46.2

46.2

46.2

46.2

46.2

138.60

161.70

184.80

207.90

231.00

254.10

鋼管 STK400 φ318.5 t=6.0mm 46.2



種 別

本

箇 所 数 延長調書より 3 0

φ318.5 t=6.0mm 単位重量 46.2kg/m kg

鋼 管 杭 L=3.0m 3.0×46.2×3.0 415 8

PL-25 9mm 単位重量 1.77kg/m kg

ず れ 止 め L=900m 0.900×2×1.77×3.0 9 6

PL-25 9mm 単位重量 1.77kg/m kg

〃 L=994mm 0.994×2×1.77×3.0 10 6

kg

合計 9.6+10.6 20 2

PL-25 9mm 単位重量 1.77kg/m kg

ス ト ッ パ ー L=50mm 0.050×6×1.77×3.0 1 6

単位数量 6個/基 個

6×3.0 18 0

現 場 溶 接 長

鋼管杭1本当り当り 3.79m m

ず れ 止 め 脚長λ9mm 3.79×3.0 11 4

鋼管杭1本当り 0.15m m

ス ト ッ パ ー 脚長λ9mm 0.15×3.0 0 5

m

合計 11.4+0.5 11 9

中詰コンクリート 支柱建込み部 m3

18-8-40 1/4×π×0.3065＾2×0.40×3 0 09

中 詰 砕 石 支柱建込み部 m3

RC-40 1/4×π×0.3065＾2×0.20×3×(1+0.20ﾛｽ率) 0 05

No. 4 - 7

固定式：鋼管杭+根巻(φ318.5 t=6.0mm L=3.0m) 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

平 面 図 断 面 図 A 部 詳 細 図

35±
1 0 ( m m )

ストッパー
PL-25*9*50

ずれ止め(内側)
PL-25*9

35

ずれ止め(外側)
PL-25*9

6.0 φ306.5 6.0

φ318.5

2
5 D
/
4
=
8
0

D
/
2
=
1
5
9

A

ずれ止め(内側)
PL-25*9

ずれ止め(外側)
PL-25*9

2
5

2
5

50

9

ストッパー
PL-25*9*50

ずれ止め(内側)
PL-25*9

9

9

6.0

全周現場
すみ肉溶接

鋼管杭

9

2
5

ずれ止め(外側)
PL-25*9

基礎杭姿図 杭頭詳細図

2
0
0

4
0
0

6
0
0

基礎ブロック下面

中詰コンクリート

18-8-40

中詰砕石
再生砕石(最大粒径40mm)

基礎ブロック下面 ずれ止め

4
0
0

2
1
0
0
～
5

1
0
0 鋼管杭(STK400)

φ318.5mm t=6.0mm
L=2.5～5.5m

3
0
0

2
5
0
0
～

5
5
0
0

名 称 形 状 数 量 単位重量(kg/m) 質量(kg) 摘 要

鋼管杭

ずれ止め

ストッパー

鋼管杭

基 礎 杭 重量(kg/m)

基礎杭寸法(W)

φ318.5 t=6.0mm

φ318.5*6.0*2.500

PL-25*9*994

PL-25*9*50

現場溶接長 ずれ止め(脚長λ9mm)

ストッパー(脚長λ9mm)

L=3.79m

2個

6個

L=0.15m

1.77

1.77

3.52

0.53

ずれ止め PL-25*9*900 2個 1.77 3.18

2.5m 46.2 115.50

3.0m

3.5m

4.0m

4.5m

5.0m

5.5m

φ318.5*6.0*3.000

φ318.5*6.0*3.500

φ318.5*6.0*4.000

φ318.5*6.0*4.500

φ318.5*6.0*5.000

φ318.5*6.0*5.500

46.2

46.2

46.2

46.2

46.2

46.2

138.60

161.70

184.80

207.90

231.00

254.10

鋼管 STK400 φ318.5 t=6.0mm 46.2



No. 5 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

防 草 工 現場打ちコンクリート m  235 0 A=1,089.0m2

§5.防　草　工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



一 次 施 工

NO.125+16.320 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

～NO.126+4.466 8.1 30.0 3.0 0.7 4.0 0.4 0.4 0.8 0.0 1.2 0.2 4.1 0.7

NO.126+9.351 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m3 m2 m

～NO.129+5.731 56.1 217.0 21.7 0.8 28.1 2.8 2.8 5.8 8.6 1.7 28.1 4.9

NO.129+9.167 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

～NO.138 170.8 552.0 55.2 0.6 85.5 8.6 6.9 17.8 3.2 0.5 28.4 5.1 85.4 15.1

m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

一 次 施 工 合 計 235.0 799.0 79.9 2.1 117.6 11.8 10.1 24.4 3.2 0.5 38.2 7.0 117.6 20.7

二 次 施 工

NO.125+16.320 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2

～NO.126+4.466 8.1 11.0 1.1 0.2 7.5 0.8 0.0 0.8 0.8 0.0 0.4 2.0

NO.126+9.351 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2

～NO.129+5.731 56.1 72.0 7.2 0.3 51.9 5.2 0.6 5.8 5.6 3.9 15.9

NO.129+9.167 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2

～NO.138 170.8 207.0 20.7 0.3 154.4 15.4 0.8 15.1 14.5 10.4 0.7 3.6 45.1

m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2

二 次 施 工 合 計 235.0 290.0 29.0 0.8 213.8 21.4 1.4 21.7 20.9 10.4 0.7 7.9 63.0

打継目目地
転落防止柵
外 周 目 地

名 称 延 長 フィルター材
吸 出 し
防 止 材

コ ン ク リ ー ト

型 枠

基 礎 材

伸 縮 目 地 路肩部目地

面 積 体 積 面 積

固定式基礎
外周目地

排水パイプ法尻部目地

体 積

直 接 基 礎
外 周 目 地

目地材合計

No. 5 - 3

防草工

集　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　表



一 次 + 二 次

NO.125+16.320 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

～NO.126+4.466 8.1 41.0 4.1 0.9 11.5 1.2 0.4 0.8 0.8 0.8 0.0 0.4 3.2 0.2 4.1 0.7

NO.126+9.351 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

～NO.129+5.731 56.1 289.0 28.9 1.1 80.0 8.0 3.4 5.8 5.6 5.8 3.9 24.5 1.7 28.1 4.9

NO.129+9.167 m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

～NO.138 170.8 759.0 75.9 0.9 239.9 24.0 7.7 15.1 14.5 17.8 13.6 1.2 3.6 73.5 5.1 85.4 15.1

m m2 m3 m2 m2 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m3 m2 m

合 計 235.0 1089.0 108.9 2.9 331.4 33.2 11.5 21.7 20.9 24.4 13.6 1.2 7.9 101.2 7.0 117.6 20.7

目地材合計 フィルター材
吸 出 し
防 止 材

排水パイプ法尻部目地
固定式基礎
外周目地

直 接 基 礎
外 周 目 地

転落防止柵
外 周 目 地

No. 5 - 4

防草工

面 積 体 積 面 積 体 積

路肩部目地

集　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　表

名 称 延 長

コ ン ク リ ー ト

型 枠

基 礎 材

伸 縮 目 地 打継目目地



NO.125 + 16.320 ～ NO.126 + 4.466  8 1

NO.126 + 9.351 ～ NO.129 + 5.731  56 1

NO.129 + 9.167 ～ NO.138  170 8

m

 235 0

延 長 ・  個  数

No. 5 - 5

防草工

延　長　調　書

(右側)

防草工

合　　　　　計

測 点 延 長 ・  個  数 測 点



種 別

NO.125+16.320

～NO.126+4.466 一次施工

m

延 長 延長調書より 8 1

体積 m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40,t=10cm (29.9+3.3)×0.10 3 3

控除 m3

二次施工法面 0.035×8.1 0 3

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m3

防雪柵基礎工(固定式) 0.63×0.0/100.0 0 0

〃 m3

排水パイプ 1/4×π×(0.089^2)×0.180×2.0 0 00

m3

体積合計 3.3-(0.30+0.00+0.00) 3 0

m2

面積 3.0/0.10 30 0

m2

同 上 型 枠 端部型枠 ((3.7+0.4)+(3.7+0.4))×0.10 0 8

控除 m2

二次施工法面 0.035×2 0 1

m2

合計 0.8-0.1 0 7

再生砕石 計算書より m2

基 礎 材 最大粒径40mm,t=10cm 4 4 0

〃 m3

体積 4.0×0.10 0 4

伸縮目地 (法面全体平均長+法尻平均長)×0.10×箇所数 m2

目 地 材 瀝青質t=10mm (3.70+0.40)×0.10×1.0 0 4

控除 m2

二次施工法面 0.035×1.0 0 0

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式) 0.90×0.0/100.0 0 0

m2

伸縮目地合計 0.4-(0.0+0.0) 0 4

法尻部目地 m2

瀝青質t=10mm 10.4×8.1/100.0 0 8

防雪柵基礎工(固定式)外周目地 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 10.20×0.0/100.0 0 0

m2

目地材合計 0.4+0.8+0.0 1 2

再生砕石 m3

フ ィ ル タ ー 材 最大粒径40mm 3.00×8.1/100.0 0 2

m2

吸 出 し 防 止 材 t=10mm 50.0×8.1/100.0 4 1

VPφ75 m

排 水 パ イ プ L=0.35m/箇所 0.35×2.0 0 7

No. 5 - 6

防草工 (NO.125+16.320～NO.126+4.466) (一次施工) 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

計算書より (法面+法尻)×0.10

VPφ75(外径φ89) 控除延長L=0.180m 箇所数N=2.0箇所

(起点側法面+起点側法尻+終点側法面+終点側法尻)×0.10

フィルター材詳細図

1 : 1 . 5

2
0
0

300

吸出し防止材 t=10mm

吸出し防止材 t=10mm

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

防 草 工 標 準図

1 : 1 . 5

保護路肩(W=1000)
(二次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :

法
面
部

(L)
法尻部(W1)
(一次施工)

歩道

法尻水路

法尻部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路肩部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路 肩 盛 土 :

再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

二次施工

9
0
0

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

排水パイプ
VPφ75 L=0.35m

吸出し防止材 t=10mm

基礎幅(W2)
(一次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

打継目目地 瀝青質t=10mm(W=186)二
次
施
工

(L=364)

一
次
施
工

数 量算 式規 格

コンクリート

名 称

防草工(一次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

法尻部目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

名 称

0.104*100 10.4 m2

- m2

- m2

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

((法面全体平均長+法尻平均長)*0.1-0.035)*箇所数

(起点側法面全体長+起点側法尻長+終点側法面全体長

+終点側法尻長)*0.1-0.035*2

((法面全体+法尻)*0.1-0.035)*延長 - m3

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm) - m2基礎幅*延長

数 量算 式規 格

フィルター材

名 称

フィルター材数量計算書(100m当り)

排水パイプ

吸出し防止材

再生砕石
(最大粒径40mm) (1/2*0.3*0.2)*100 3.00 m3

t=10mm (0.3+0.2)*100 50.0 m2

VPφ75 - m0.35*本数

※排水パイプは、防雪柵基礎工1スパンに1箇所、転落防止柵基礎工2スパンに1箇所とする。
※舗装工と同時施工等により、雨水等の滞水及び浸透がないと判断される場合、必要無し。

防雪柵基礎(固定式)

側 面 図 正 面 図

1: 1 . 5
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319 103

1
0
0

コンクリート(二次施工控除)
A=0.068m2

コンクリート(一次施工控除)
A=0.009m2

伸縮目地(一次施工追加・控除)
A=0.009m2

伸縮目地(二次施工追加・控除)
A=0.133m2

基礎材(二次施工控除)

路肩盛土(二次施工控除)
A=0.051m2

1
2
0 4.76 m3

数 量

0.63 m3

算 式

(0.009*0.7)*100

規 格

コンクリート

名 称

防雪柵基礎工(固定式)追加控除数量計算書(100箇所当り)

一次施工控除

二次施工控除 (0.068*0.7)*100

基礎材 (0.319*0.7)*100 22.33 m2

路肩部目地 (0.104*0.7)*100

打継目目地 (0.100*0.7)*100

7.28 m2

7.00 m2

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

二次施工控除

(0.120*0.7+0.009*2)*100 10.20 m2

(0.100*0.7+0.133*2)*100 33.60 m2

路肩盛土 二次施工控除

防雪柵基礎外周
一次施工追加

防雪柵基礎外周
二次施工追加

(0.051*0.7)*100 3.57 m3

防草工伸縮目地

一次施工控除

防草工伸縮目地

二次施工控除

0.009*100 0.90 m2

0.133*100 13.30 m2



種 別

NO.126+9.351

～NO.129+5.731 一次施工

m

延 長 延長調書より 56 1

体積 計算書より (法面+法尻)×0.10 m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40,t=10cm (214.6+22.4)×0.10 23 7

控除 m3

二次施工法面 0.035×56.1 2 0

〃 m3

排水パイプ 1/4×π×(0.089^2)×0.180×14.0 0 016

m3

体積合計 23.7-(2.0+0.016) 21 7

m3

面積 21.7/0.10 217 0

m2

同 上 型 枠 端部型枠 ((3.8+0.4)+(3.9+0.4))×0.10 0 9

控除 m2

二次施工法面 0.035×2 0 1

m2

合計 0.9-0.1 0 8

再生砕石 計算書より m2

基 礎 材 最大粒径40mm,t=10cm 28.1 28 1

〃 m3

体積 28.1×0.10 2 8

伸縮目地 (法面全体平均長+法尻平均長)×0.10×箇所数 m2

目 地 材 瀝青質t=10mm (3.83+0.40)×0.10×7.0 3 0

控除 m2

二次施工法面 0.035×7.0 0 2

m2

伸縮目地合計 3.0-0.2 2 8

法尻部目地 m2

瀝青質t=10mm 10.4×56.1/100.0 5 8

m2

目地材合計 2.8+5.80 8 6

再生砕石 m3

フ ィ ル タ ー 材 最大粒径40mm 3.00×56.1/100.0 1 7

m2

吸 出 し 防 止 材 t=10mm 50.0×56.1/100.0 28 1

VPφ75 m

排 水 パ イ プ L=0.35m/箇所 0.35×14.0 4 9

No. 5 - 7

防草工 (NO.126+9.351～NO.129+5.731) (一次施工) 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

(起点側法面+起点側法尻+終点側法面+終点側法尻)×0.10

VPφ75(外径φ89) 控除延長L=0.180m 箇所数N=14.0箇所

フィルター材詳細図

1 : 1 . 5

2
0
0

300

吸出し防止材 t=10mm

吸出し防止材 t=10mm

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

防 草 工 標 準図

1 : 1 . 5

保護路肩(W=1000)
(二次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :

法
面
部

(L)
法尻部(W1)
(一次施工)

歩道

法尻水路

法尻部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路肩部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路 肩 盛 土 :

再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

二次施工

9
0
0

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

排水パイプ
VPφ75 L=0.35m

吸出し防止材 t=10mm

基礎幅(W2)
(一次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

打継目目地 瀝青質t=10mm(W=186)二
次
施
工

(L=364)

一
次
施
工

数 量算 式規 格

コンクリート

名 称

防草工(一次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

法尻部目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

名 称

0.104*100 10.4 m2

- m2

- m2

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

((法面全体平均長+法尻平均長)*0.1-0.035)*箇所数

(起点側法面全体長+起点側法尻長+終点側法面全体長

+終点側法尻長)*0.1-0.035*2

((法面全体+法尻)*0.1-0.035)*延長 - m3

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm) - m2基礎幅*延長

数 量算 式規 格

フィルター材

名 称

フィルター材数量計算書(100m当り)

排水パイプ

吸出し防止材

再生砕石
(最大粒径40mm) (1/2*0.3*0.2)*100 3.00 m3

t=10mm (0.3+0.2)*100 50.0 m2

VPφ75 - m0.35*本数

※排水パイプは、防雪柵基礎工1スパンに1箇所、転落防止柵基礎工2スパンに1箇所とする。
※舗装工と同時施工等により、雨水等の滞水及び浸透がないと判断される場合、必要無し。



種 別

NO.129+9.167

～NO.138 一次施工

m

延 長 延長調書より 170 8

体積 計算書より (法面+法尻)×0.10 m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40,t=10cm (546.8+68.5)×0.10 61 5

控除 m3

二次施工法面 0.035×170.8 6 0

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m3

防雪柵基礎工(固定式) 0.63×31.0/100.0 0 2

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m3

防雪柵基礎工(直接基礎) 1.08×1.0/10.0 0 1

〃 m3

排水パイプ 1/4×π×(0.089^2)×0.180×43.0 0 0

m3

体積合計 61.5-(6.0+0.2+0.1+0.0) 55 2

m2

面積 55.2/0.10 552 0

m2

同 上 型 枠 端部型枠 ((3.2+0.4)+(3.0+0.4))×0.10 0 7

控除 m2

二次施工法面 0.035×2 0 1

m2

合計 0.7-0.1 0 6

再生砕石 計算書より m2

基 礎 材 最大粒径40mm,t=10cm 85.5 85 5

〃 m3

体積 85.5×0.10 8 6

伸縮目地 (法面全体平均長+法尻平均長)×0.10×箇所数 m2

目 地 材 瀝青質t=10mm (3.16+0.40)×0.10×22.0 7 8

控除 m2

二次施工法面 0.035×22.0 0 8

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=16.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式) 0.90×16.0/100.0 0 1

m2

伸縮目地合計 7.8-(0.8+0.1) 6 9

法尻部目地 m2

瀝青質t=10mm 10.4×170.8/100.0 17 8

防雪柵基礎工(固定式)外周目地 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 10.20×31.0/100.0 3 2

防雪柵基礎工(直接基礎)外周目地 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 5.34×1.0/10.0 0 5

m2

目地材合計 6.9+17.8+3.2+0.5 28 4

再生砕石 m3

フ ィ ル タ ー 材 最大粒径40mm 3.00×170.8/100.0 5 1

m2

吸 出 し 防 止 材 t=10mm 50.0×170.8/100.0 85 4

VPφ75 m

排 水 パ イ プ L=0.35m/箇所 0.35×43.0 15 1

VPφ75(外径φ89) 控除延長L=0.180m 箇所数N=43.0箇所

(起点側法面+起点側法尻+終点側法面+終点側法尻)×0.10

No. 5 - 8

防草工 (NO.129+9.167～NO.138) (一次施工) 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

フィルター材詳細図

1 : 1 . 5

2
0
0

300

吸出し防止材 t=10mm

吸出し防止材 t=10mm

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

防 草 工 標 準図

1 : 1 . 5

保護路肩(W=1000)
(二次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :

法
面
部

(L)
法尻部(W1)
(一次施工)

歩道

法尻水路

法尻部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路肩部目地 瀝青質t=10mm(W=104)

路 肩 盛 土 :

再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

二次施工

9
0
0

フィルター材
再生砕石(最大粒径40mm)

排水パイプ
VPφ75 L=0.35m

吸出し防止材 t=10mm

基礎幅(W2)
(一次施工)

コンクリート:

基 礎 材 :再生砕石(最大粒径40mm) t=10cm

t=10cmσck=18N/mm2

打継目目地 瀝青質t=10mm(W=186)二
次
施
工

(L=364)

一
次
施
工

数 量算 式規 格

コンクリート

名 称

防草工(一次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

法尻部目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

名 称

0.104*100 10.4 m2

- m2

- m2

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

((法面全体平均長+法尻平均長)*0.1-0.035)*箇所数

(起点側法面全体長+起点側法尻長+終点側法面全体長

+終点側法尻長)*0.1-0.035*2

((法面全体+法尻)*0.1-0.035)*延長 - m3

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm) - m2基礎幅*延長

数 量算 式規 格

フィルター材

名 称

フィルター材数量計算書(100m当り)

排水パイプ

吸出し防止材

再生砕石

(最大粒径40mm) (1/2*0.3*0.2)*100 3.00 m3

t=10mm (0.3+0.2)*100 50.0 m2

VPφ75 - m0.35*本数

※排水パイプは、防雪柵基礎工1スパンに1箇所、転落防止柵基礎工2スパンに1箇所とする。
※舗装工と同時施工等により、雨水等の滞水及び浸透がないと判断される場合、必要無し。

防雪柵基礎(固定式)

側 面 図 正 面 図

1: 1 . 5
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319 103

1
0
0

コンクリート(二次施工控除)
A=0.068m2

コンクリート(一次施工控除)
A=0.009m2

伸縮目地(一次施工追加・控除)
A=0.009m2

伸縮目地(二次施工追加・控除)
A=0.133m2

基礎材(二次施工控除)

路肩盛土(二次施工控除)
A=0.051m2

1
2
0 4.76 m3

数 量

0.63 m3

算 式

(0.009*0.7)*100

規 格

コンクリート

名 称

防雪柵基礎工(固定式)追加控除数量計算書(100箇所当り)

一次施工控除

二次施工控除 (0.068*0.7)*100

基礎材 (0.319*0.7)*100 22.33 m2

路肩部目地 (0.104*0.7)*100

打継目目地 (0.100*0.7)*100

7.28 m2

7.00 m2

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

二次施工控除

(0.120*0.7+0.009*2)*100 10.20 m2

(0.100*0.7+0.133*2)*100 33.60 m2

路肩盛土 二次施工控除

防雪柵基礎外周
一次施工追加

防雪柵基礎外周
二次施工追加

(0.051*0.7)*100 3.57 m3

防草工伸縮目地

一次施工控除

防草工伸縮目地

二次施工控除

0.009*100 0.90 m2

0.133*100 13.30 m2

直 接 基 礎

正 面 図側 面 図

100 1 000 100

1 200

500 500

2 000
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保護路肩
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法面

1 : 1. 5

1
2
0

469

1
0
0 コンクリート(二次施工控除)

A=0.083m2

基礎材(二次施工控除)

路肩盛土(二次施工控除)
A=0.063m2

コンクリート(一次施工控除)

A=0.027m2
伸縮目地(一次施工追加)

A=0.027m2

伸縮目地(二次施工追加)
A=0.133m2

数 量算 式

(0.027*4.0)*10

規 格

コンクリート

名 称

防雪柵基礎工(直接基礎)追加控除数量計算書(10箇所当り)

一次施工控除

二次施工控除

1.08 m3

(0.083*4.0)*10 3.32 m3

基礎材 二次施工控除 (0.469*4.0)*10 18.76 m2

路肩盛土 二次施工控除 (0.063*4.0)*10 2.52 m3

路肩部目地 二次施工控除 (0.104*4.0)*10 4.16 m2

打継目目地 二次施工控除 (0.100*4.0)*10 4.00 m2

伸縮目地
(0.120*4.0+0.027*2)*10 5.34 m2

(0.100*4.0+0.133*2)*10 6.66 m2

防雪柵基礎外周

一次施工追加

防雪柵基礎外周

二次施工追加



種 別

NO.125+16.320

～NO.126+4.466 二次施工

m

延 長 延長調書より 8 1

体積 全体 m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40,t=10cm 13.30×8.1/100.0 1 1

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m3

防雪柵基礎工(固定式) 4.76×0.0/100.0 0 0

控除 転落防止柵基礎工 N=3.0箇所 m3

転落防止柵基礎工 0.90×3.0/100.0 0 0

m3

体積合計 1.1-(0.0+0.0) 1 1

m2

面積 1.1/0.10 11 0

全体 m2

同 上 型 枠 端部型枠 0.27-0.50×0.10 0 2

再生砕石 全体 m2

基 礎 材 最大粒径40mm,t=10cm 96.9×8.1/100.0 7 8

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式) 22.33×0.0/100.0 0 0

控除 転落防止柵基礎工 N=3.0箇所 m2

転落防止柵基礎工 9.00×3.0/100.0 0 3

m2

面積合計 7.8-(0.0+0.3) 7 5

m3

体積 7.5×0.10 0 8

伸縮目地 全体 m2

目 地 材 瀝青質t=10mm (0.098+0.035)×1.0箇所 0 1

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式) 13.30×0.0/100.0 0 0

〃 転落防止柵基礎工 N=3.0箇所 m2

転落防止柵基礎工 4.00×3.0/100.0 0 1

m2

伸縮目地合計 0.1-(0.0+0.1) 0 0

路肩部目地 m2

瀝青質t=10mm 10.4×8.1/100.0 0 8

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式)控除 7.28×0.0/100.0 0 0

m2

路肩部目地合計 0.8-0.0 0 8

打継目目地 m2

瀝青質t=10mm 10.0×8.1/100.0 0 8

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式)控除 7.00×0.0/100.0 0 0

m2

打継目目地合計 0.8-0.0 0 8

防雪柵基礎工(固定式)外周目地 防雪柵基礎工(固定式) N=0.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 33.60×0.0/100.0 0 0

転落防止柵外周目地 転落防止柵基礎工 N=3.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 14.00×3.0/100.0 0 4

m2

目地材合計 0.0+0.8+0.8+0.0+0.4 2 0

No. 5 - 9

防草工 (NO.125+16.320～NO.126+4.466) (二次施工) 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

防草工(二次施工)詳細図

1 :1 . 5

保護路肩(W=1000)
(断面積A=0.098m2)

歩道

▽ 歩道路盤工下面

基礎材(W=969)

路肩盛土 A=0.103m2

法
面
部
(L=364)

(断
面
積
A=0.03 5m2)

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm)

数 量

13.30 m3

算 式

(0.098+0.035)*100

規 格

コンクリート

防草工(二次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

打継目目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

(0.098+0.035)*2

路肩部目地 瀝青質t=10mm

0.100*100

0.104*100

0.969*100 96.9 m2

10.4 m2

10.0 m2

(0.098+0.035)*箇所数 - m2

路肩盛土 0.103*100 10.30 m3

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

0.27 m2

防雪柵基礎(固定式)

側 面 図 正 面 図

1: 1 . 5
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319 103

1
0
0

コンクリート(二次施工控除)
A=0.068m2

コンクリート(一次施工控除)
A=0.009m2

伸縮目地(一次施工追加・控除)
A=0.009m2

伸縮目地(二次施工追加・控除)
A=0.133m2

基礎材(二次施工控除)

路肩盛土(二次施工控除)
A=0.051m2

1
2
0

4.76 m3

数 量

0.63 m3

算 式

(0.009*0.7)*100

規 格

コンクリート

名 称

防雪柵基礎工(固定式)追加控除数量計算書(100箇所当り)

一次施工控除

二次施工控除 (0.068*0.7)*100

基礎材 (0.319*0.7)*100 22.33 m2

路肩部目地 (0.104*0.7)*100

打継目目地 (0.100*0.7)*100

7.28 m2

7.00 m2

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

二次施工控除

(0.120*0.7+0.009*2)*100 10.20 m2

(0.100*0.7+0.133*2)*100 33.60 m2

路肩盛土 二次施工控除

防雪柵基礎外周

一次施工追加

防雪柵基礎外周

二次施工追加

(0.051*0.7)*100 3.57 m3

防草工伸縮目地
一次施工控除

防草工伸縮目地

二次施工控除

0.009*100 0.90 m2

0.133*100 13.30 m2

転落防止柵基礎

側 面 図 正 面 図

1 : 1 .5

保護路肩
1 000

2
8
0

法面歩道

1
7
04
5
0

1
0
0

5
5
0

2
7
0

4
5
0

1
0
0

5
5
0 2
8
0

1
7
0

2
7
0

500 500

30050 50

400

1 300

500 500

30050 50

400

1 300

400

1
0
0

基礎材(二次施工控除)

コンクリート(二次施工控除)伸縮目地(二次施工追加・控除)

路肩盛土(二位施工控除)
A=0.024m2

数 量

0.90 m3

算 式

(0.030*0.3)*100

規 格

コンクリート

名 称

転落防止柵基礎工追加控除数量計算書(100箇所当り)

二次施工控除

基礎材

路肩盛土

9.00 m2(0.300*0.3)*100

(0.024*0.3)*100 0.72 m3

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

転落防止柵基礎外周
二次施工追加 ((0.300+0.400)*2*0.1)*100 14.00 m2

防草工伸縮目地

二次施工控除 (0.400*0.1)*100 4.00 m2



種 別

NO.126+9.351

～NO.129+5.731 二次施工

m

延 長 延長調書より 56 1

体積 m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40,t=10cm 13.30×56.1/100.0 7 5

控除 転落防止柵基礎工 N=28.0箇所 m3

転落防止柵基礎工 0.90×28.0/100.0 0 3

m3

体積合計 7.5-0.3 7 2

m2

面積 7.2/0.10 72 0

図面より m2

同 上 型 枠 端部型枠 0.27 0 3

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm,t=10cm 96.9×56.1/100.0 54 4

控除 転落防止柵基礎工 N=28.0箇所 m2

転落防止柵基礎工 9.00×28.0/100.0 2 5

m2

面積合計 54.4-2.5 51 9

m3

体積 51.9×0.10 5 2

伸縮目地 m2

目 地 材 瀝青質t=10mm (0.098+0.035)×7.0箇所 0 9

控除 転落防止柵基礎工 N=7.0箇所 m2

転落防止柵基礎工 4.00×7.0/100.0 0 3

m2

伸縮目地合計 0.9-0.3 0 6

路肩部目地 m2

瀝青質t=10mm 10.4×56.1/100.0 5 8

打継目目地 m2

瀝青質t=10mm 10.0×56.1/100.0 5 6

転落防止柵基礎外周目地 転落防止柵基礎工 N=28.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 14.00×28.0/100.0 3 9

m2

目地材合計 0.6+5.8+5.6+3.9 15 9

防草工 (NO.126+9.351～NO.129+5.731) (二次施工) 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

No. 5 - 10

防草工(二次施工)詳細図

1 :1 . 5

保護路肩(W=1000)
(断面積A=0.098m2)

歩道

▽ 歩道路盤工下面

基礎材(W=969)

路肩盛土 A=0.103m2

法
面
部
(L=364)

(断
面
積
A=0.03 5m2)

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm)

数 量

13.30 m3

算 式

(0.098+0.035)*100

規 格

コンクリート

防草工(二次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

打継目目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

(0.098+0.035)*2

路肩部目地 瀝青質t=10mm

0.100*100

0.104*100

0.969*100 96.9 m2

10.4 m2

10.0 m2

(0.098+0.035)*箇所数 - m2

路肩盛土 0.103*100 10.30 m3

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

0.27 m2

転落防止柵 基礎

側 面 図 正 面 図

1 : 1 . 5
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基礎材(二次施工控除)

コンクリート(二次施工控除)伸縮目地(二次施工追加・控除)

路肩盛土(二位施工控除)
A=0.024m2

数 量

0.90 m3

算 式

(0.030*0.3)*100

規 格

コンクリート

名 称

転落防止柵基礎工追加控除数量計算書(100箇所当り)

二次施工控除

基礎材

路肩盛土

9.00 m2(0.300*0.3)*100

(0.024*0.3)*100 0.72 m3

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

転落防止柵基礎外周
二次施工追加 ((0.300+0.400)*2*0.1)*100 14.00 m2

防草工伸縮目地
二次施工控除 (0.400*0.1)*100 4.00 m2



種 別

NO.129+9.167

～NO.138 二次施工

m

延 長 延長調書より 170 8

体積 m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40,t=10cm 13.30×170.8/100.0 22 7

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m3

防雪柵基礎工(固定式) 4.76×31.0/100.0 1 5

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m3

防雪柵基礎工(直接基礎) 3.32×1.0/10.0 0 3

〃 転落防止柵基礎工 N=26.0箇所 m3

転落防止柵基礎工 0.90×26.0/100.0 0 2

m3

体積合計 22.7-(1.5+0.3+0.2) 20 7

m2

面積 20.7/0.10 207 0

m2

同 上 型 枠 端部型枠 0.27 0 3

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm,t=10cm 96.9×170.8/100.0 165 5

控除 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式) 22.33×31.0/100.0 6 9

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m2

防雪柵基礎工(直接基礎) 18.76×1.0/10.0 1 9

〃 転落防止柵基礎工 N=26.0箇所 m2

転落防止柵基礎工 9.00×26.0/100.0 2 3

m2

面積合計 165.5-(6.9+1.9+2.3) 154 4

m2

体積 154.4×0.10 15 4

No. 5 - 11

防草工 (NO.129+9.167～NO.138) (二次施工)　1/2 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

防草工(二次施工)詳細図

1 :1 . 5

保護路肩(W=1000)
(断面積A=0.098m2)

歩道

▽ 歩道路盤工下面

基礎材(W=969)

路肩盛土 A=0.103m2

法
面
部
(L=364)

(断
面
積
A=0.03 5m2)

基礎材
再生砕石

(最大粒径40mm)

数 量

13.30 m3

算 式

(0.098+0.035)*100

規 格

コンクリート

防草工(二次施工)数量計算書(100m当り)

σck=18N/mm2

伸縮目地

打継目目地 瀝青質t=10mm

端部型枠

瀝青質t=10mm

(0.098+0.035)*2

路肩部目地 瀝青質t=10mm

0.100*100

0.104*100

0.969*100 96.9 m2

10.4 m2

10.0 m2

(0.098+0.035)*箇所数 - m2

路肩盛土 0.103*100 10.30 m3

※伸縮目地は10m以内とし、防雪柵基礎工2スパンに1箇所、転落防止柵基礎工4スパンに1箇所とする。
※防雪柵基礎工等の追加控除数量は含まれていない為、別途計上を行うものとする。

0.27 m2

防雪柵基礎(固定式)

側 面 図 正 面 図

1: 1 . 5
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319 103

1
0
0

コンクリート(二次施工控除)
A=0.068m2

コンクリート(一次施工控除)
A=0.009m2

伸縮目地(一次施工追加・控除)
A=0.009m2

伸縮目地(二次施工追加・控除)
A=0.133m2

基礎材(二次施工控除)

路肩盛土(二次施工控除)
A=0.051m2

1
2
0

4.76 m3

数 量

0.63 m3

算 式

(0.009*0.7)*100

規 格

コンクリート

名 称

防雪柵基礎工(固定式)追加控除数量計算書(100箇所当り)

一次施工控除

二次施工控除 (0.068*0.7)*100

基礎材 (0.319*0.7)*100 22.33 m2

路肩部目地 (0.104*0.7)*100

打継目目地 (0.100*0.7)*100

7.28 m2

7.00 m2

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

二次施工控除

(0.120*0.7+0.009*2)*100 10.20 m2

(0.100*0.7+0.133*2)*100 33.60 m2

路肩盛土 二次施工控除

防雪柵基礎外周

一次施工追加

防雪柵基礎外周

二次施工追加

(0.051*0.7)*100 3.57 m3

防草工伸縮目地

一次施工控除

防草工伸縮目地

二次施工控除

0.009*100 0.90 m2

0.133*100 13.30 m2

直 接 基 礎

正 面 図側 面 図
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1 : 1 . 5
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0 コンクリート(二次施工控除)

A=0.083m2

基礎材(二次施工控除)

路肩盛土(二次施工控除)
A=0.063m2

コンクリート(一次施工控除)

A=0.027m2
伸縮目地(一次施工追加)

A=0.027m2

伸縮目地(二次施工追加)
A=0.133m2

転落防止柵基礎

側 面 図 正 面 図

1 : 1 .5
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基礎材(二次施工控除)

コンクリート(二次施工控除)伸縮目地(二次施工追加・控除)

路肩盛土(二位施工控除)
A=0.024m2

数 量

0.90 m3

算 式

(0.030*0.3)*100

規 格

コンクリート

名 称

転落防止柵基礎工追加控除数量計算書(100箇所当り)

二次施工控除

基礎材

路肩盛土

9.00 m2(0.300*0.3)*100

(0.024*0.3)*100 0.72 m3

伸縮目地

二次施工控除

二次施工控除

転落防止柵基礎外周
二次施工追加 ((0.300+0.400)*2*0.1)*100 14.00 m2

防草工伸縮目地
二次施工控除 (0.400*0.1)*100 4.00 m2

数 量算 式

(0.027*4.0)*10

規 格

コンクリート

名 称

防雪柵基礎工(直接基礎)追加控除数量計算書(10箇所当り)

一次施工控除

二次施工控除

1.08 m3

(0.083*4.0)*10 3.32 m3

基礎材 二次施工控除 (0.469*4.0)*10 18.76 m2

路肩盛土 二次施工控除 (0.063*4.0)*10 2.52 m3

路肩部目地 二次施工控除 (0.104*4.0)*10 4.16 m2

打継目目地 二次施工控除 (0.100*4.0)*10 4.00 m2

伸縮目地
(0.120*4.0+0.027*2)*10 5.34 m2

(0.100*4.0+0.133*2)*10 6.66 m2

防雪柵基礎外周

一次施工追加

防雪柵基礎外周

二次施工追加



種 別

NO.129+9.167

～NO.138 二次施工

m

延 長 延長調書より 170 8

伸縮目地 m2

目 地 材 瀝青質t=10mm (0.098+0.035)×23.0箇所 3 1

控除 m2

防雪柵基礎工(固定式) 13.30×16.0/100.0 2 1

〃 m2

転落防止柵基礎工 4.00×6.0/100.0 0 2

m2

伸縮目地合計 3.1-(2.1+0.2) 0 8

路肩部目地 m2

瀝青質t=10mm 10.4×170.8/100.0 17 8

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式)控除 7.28×31.0/100.0 2 3

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m2
防雪柵基礎工(直接基礎)控除 4.16×1.0/10.0 0 4

m2

路肩部目地合計 17.8-(2.3+0.4) 15 1

打継目目地 m2

瀝青質t=10mm 10.0×170.8/100.0 17 1

〃 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m2

防雪柵基礎工(固定式)控除 7.00×31.0/100.0 2 2

〃 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m2
防雪柵基礎工(直接基礎)控除 4.00×1.0/10.0 0 4

m2

打継目目地合計 17.1-(2.2+0.4) 14 5

防雪柵基礎工(固定式)外周目地 防雪柵基礎工(固定式) N=31.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 33.60×31.0/100.0 10 4

防雪柵基礎工(直接基礎)外周目地 防雪柵基礎工(直接基礎) N=1.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 6.66×1.0/10.0 0 7

転落防止柵基礎工外周目地 防草工伸縮目地有り N=26.0箇所 m2

瀝青質t=10mm 14.00×26.0/100.0 3 6

m2

目地材合計 0.8+15.1+14.5+10.4+0.7+3.6 45 1

防草工 (NO.129+9.167～NO.138) (二次施工)　2/2 算　　　　　　　　　　　式 数　　量

防雪柵基礎工(固定式) N=16.0箇所

転落防止柵基礎工 N=6.0箇所

No. 5 - 12



防　　　　　草　　　　　工　　　　　計　　　　　算　　　　　書　

　

測　　点 距　　離 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 摘　　　要

NO.125+16.320 0.000 1.0  0.0 3.7  0.0 0.4  0.0 0.5  0.0 

NO.126 3.680 1.0 1.00 3.7 3.7 3.70 13.6 0.4 0.40 1.5 0.5 0.50 1.8 

NO.126+4.466 4.400 1.0 1.00 4.4 3.7 3.70 16.3 0.4 0.40 1.8 0.5 0.50 2.2 

      

※平均長=距離合計÷断面数

N
o
.

小　計 1 8.080 3.0 平均長 8.1 11.1 平均長 29.9 1.2 平均長 3.3 1.5 平均長 4.0 

合　計 1 8.080 3.0 1.00 8.1 11.1 3.70 29.9 1.2 0.40 3.3 1.5 0.50 4.0 

保護路肩 法　　面(全体) (L) 法　　尻 (W1) 基礎材 (W2)

5
 
-
 
1
3



防　　　　　草　　　　　工　　　　　計　　　　　算　　　　　書　

　

測　　点 距　　離 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 摘　　　要

保護路肩 法　　面(全体) (L) 法　　尻 (W1) 基礎材 (W2)

NO.126+9.351 0.000 1.0 0.0 3.8 0.0 0.4 0.0 0.5 0.0 

NO.127 10.374 1.0 1.00 10.4 3.8 3.80 39.4 0.4 0.40 4.1 0.5 0.50 5.2 

KA.3-2 14.638 1.0 1.00 14.6 3.8 3.80 55.6 0.4 0.40 5.9 0.5 0.50 7.3 

NO.128 5.312 1.0 1.00 5.3 3.8 3.80 20.2 0.4 0.40 2.1 0.5 0.50 2.7 

NO.129 20.000 1.0 1.00 20.0 3.9 3.85 77.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

NO.129+5.731 5.731 1.0 1.00 5.7 3.9 3.90 22.4 0.4 0.40 2.3 0.5 0.50 2.9 

        

        

        

        

        

        

        

        

      ※平均長=距離合計÷断面数

N
o
.

小　計10 56.055 6.0 平均長 56.0 23.0 平均長 214.6 2.4 平均長 22.4 3.0 平均長 28.1 

合　計10 56.055 6.0 1.00 56.0 23.0 3.83 214.6 2.4 0.40 22.4 3.0 0.50 28.1 

5
 
-
 
3
2



防　　　　　草　　　　　工　　　　　計　　　　　算　　　　　書　

　

測　　点 距　　離 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 距　離 平均延長 面　積 摘　　　要

保護路肩 法　　面(全体) (L) 法　　尻 (W1) 基礎材 (W2)

NO.129+9.167 0.000 1.0  0.0 3.2  0.0 0.4  0.0 0.5  0.0 

NO.130 10.833 1.0 1.00 10.8 3.2 3.20 34.7 0.4 0.40 4.3 0.5 0.50 5.4 

NO.131 20.000 1.0 1.00 20.0 3.3 3.25 65.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

NO.132 20.000 1.0 1.00 20.0 3.4 3.35 67.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

NO.133 20.000 1.0 1.00 20.0 3.4 3.40 68.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

NO.134 20.000 1.0 1.00 20.0 3.4 3.40 68.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

NO.135 20.000 1.0 1.00 20.0 3.1 3.25 65.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

NO.136 20.000 1.0 1.00 20.0 3.0 3.05 61.0 0.4 0.40 8.0 0.5 0.50 10.0 

KA.4-1 9.397 1.0 1.00 9.4 2.9 2.95 27.7 0.4 0.40 3.8 0.5 0.50 4.7 

NO.137 10.633 1.0 1.00 10.6 2.9 2.90 30.8 0.4 0.40 4.3 0.5 0.50 5.3 

NO.138 20.219 1.0 1.00 20.2 3.0 2.95 59.6 0.4 0.40 8.1 0.5 0.50 10.1 

        

        

      ※平均長=距離合計÷断面数

N
o
.

小　計11 171.082 11.0 平均長 171.0 34.8 平均長 546.8 4.4 平均長 68.5 5.5 平均長 85.5 

合　計11 171.082 11.0 1.00 171.0 34.8 3.16 546.8 4.4 0.40 68.5 5.5 0.50 85.5 

5
 
-
 
3
3



No. 6 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

BK-B2-2-K1

転 落 防 止 柵 縦格子-耐雪型 m  110 0

§6.安全施設工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



m

NO.125 + 16.320 ～ NO.126 + 2.418  6 0

NO.126 + 10.883 ～ NO.129 + 5.000  54 0

NO.129 + 11.076 ～ NO.132 + 1.076  50 0

m

 110 0

延 長 ・  個  数

No. 6 - 3

安全施設工

延　長　調　書

(右側)

転落防止柵 BK-B2-2-K1(縦格子-耐雪型)

合　　　　　計

測 点 延 長 ・  個  数 測 点



転落防止柵(BK-B2-2-K1 縦格子-耐雪型) 種 別

NO.125+16.320 m

～NO.126+2.418 延長 6 0

基

基 礎 工 箇所数 3 0

m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 4.05×3.0/100.0 0 1

m2

同 上 型 枠 54.00×3.0/100.0 1 6

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm t=10cm 16.00×3.0/100.0 0 5

〃 m3

〃 〃 0.50×0.10 0 1

NO.126+10.883 m

～NO.129+5.000 延長 54 0

基

基 礎 工 箇所数 28 0

m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 4.05×28.0/100.0 1 1

m2

同 上 型 枠 54.00×28.0/100.0 15 1

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm t=10cm 16.00×28.0/100.0 4 5

〃 m3

〃 〃 4.50×0.10 0 5

NO.129+11.076 m

～NO.132+1.076 延長 50 0

基

基 礎 工 箇所数 26 0

m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 4.05×26.0/100.0 1 1

m2

同 上 型 枠 54.00×26.0/100.0 14 0

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm t=10cm 16.00×26.0/100.0 4 2

〃 m3

〃 〃 4.20×0.10 0 4

m

合 計 延長 6.0+54.0+50.0 110 0

基

基 礎 工 箇所数 3.0+28.0+26.0 57 0

m3

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 0.1+1.1+1.1 2 3

m2

同 上 型 枠 1.6+15.1+14.0 30 7

再生砕石 m2

基 礎 材 最大粒径40mm t=10cm 0.5+4.5+4.2 9 2

〃 m3

〃 〃 0.1+0.5+0.4 1 0

No. 6 - 4

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

正 面 図 側 面 図

基礎コンクリート
18-8-40

φ21.7*1.6
@150

胴縁 t=1.6
[SGMH490]

φ60.5*3.2

胴縁 t=1.6
[SGMH490]
(水抜穴付)

φ60.5*3.2

50

1
0
0

1
1
0
0

400

4
5
0

50

9
5
0

300

1
5
0

2 0002 000

基礎材
再生砕石(最大粒径40mm)

1
5
0

9
5
0

1
0
0

4
5
0

1
1
0
0

50 300 50

400

基礎コンクリート
18-8-40

基礎材
再生砕石(最大粒径40mm)

名 称

コンクリート

型枠

基礎材

18-8-40

規 格

再生砕石
(最大粒径40mm)

数量計算書(100箇所当り)
算 式 数 量

(0.3*0.3*0.45)*100

(0.3*0.45*4)*100

(0.4*0.4)*100

4.05 m3

54.0 m2

16.0 m2

備考
1. 外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性

樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融亜鉛めっ
きのみとする。



No. 7 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

本 線 舗 装

表 層 工 m2

表 層 工 ②再生密粒度As(13) t=4cm m2 2 501 9

上 層 路 盤 工 粒調砕石(M-40) t=15cm m2 2 514 1

下 層 路 盤 工 再生砕石(RC-40) t=35cm m2 2 616 4

歩 道 舗 装

表 層 工 m2

路 盤 工 切込砕石(C-20) t=10cm m2  752 0

路 盤 工 路盤用 砂 t=15cm m2  752 0

取 付 道 路 工

表 層 工 ⑤再生密粒度As(13F) t=3cm m2  237 9

路 盤 工 切込砕石(C-20) t=10cm m2  244 1

路 盤 工 m2

§7.舗装工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



No. 7 - 3

2.表層工

②再生密粒度As(13) t=4cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

NO.125+16.32 8.950

NO.130+ 8.00 8.950 8.950 91.680 820.5

NO.134+18.00 11.950 10.450 90.000 940.5

NO.138 11.950 11.950 62.000 740.9

合　　計 243.680 2,501.9

本　線　舗　装　工　計　算　書



No. 7 - 4

3.上層路盤工

粒調砕石(M-40) t=15cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

NO.125+16.32 9.000

NO.130+ 8.00 9.000 9.000 91.680 825.1

NO.134+18.00 12.000 10.500 90.000 945.0

NO.138 12.000 12.000 62.000 744.0

合　　計 243.680 2,514.1

本　線　舗　装　工　計　算　書



No. 7 - 5

4.下層路盤工

再生砕石(RC-40) t=35cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

NO.125+16.32 9.420

NO.130+ 8.00 9.420 9.420 91.680 863.6

NO.134+18.00 12.420 10.920 90.000 982.8

NO.138 12.420 12.420 62.000 770.0

合　　計 243.680 2,616.4

本　線　舗　装　工　計　算　書



No. 7 - 6

2.路盤工

切込砕石(C-20) t=10cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

右　　　側

NO.125+16.32 3.180

NO.129+ 3.13 3.180 3.180 66.810 212.5

NO.129+ 5.76 2.630 7.0 巻込み部

NO.129+10.35

NO.129+17.52 3.180 7.170 15.8 巻込み部

NO.138 3.180 3.180 162.480 516.7

合　　計 752.0   

歩 道 舗 装 工 計 算 書



No. 7 - 7

3.路盤工

路盤用 砂 t=15cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

右　　　側

NO.125+16.32 3.180

NO.129+ 3.13 3.180 3.180 66.810 212.5

NO.129+ 5.76 2.630 7.0 巻込み部

NO.129+10.35

NO.129+17.52 3.180 7.170 15.8 巻込み部

NO.138 3.180 3.180 162.480 516.7

合　　計 752.0   

舗 装 工 計 算 書



No. 6 - 10

1.表層工

⑤再生密粒度As(13F) t=3cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

NO.126+11.5(L) 3.000    21.790    70.9    第2号取付道路図より

NO.129+9.7(Ｒ) 3.000    21.540    88.6    第3号取付道路図より

NO.129+14.65(L) 3.000    21.310    78.4    第4号取付道路図より

合　　計 237.9   

取　付　道　路　工　計　算　書



No. 6 - 11

2.路盤工

切込砕石(C-20) t=10cm

測　点 幅 平　均 延　長 面　積 摘　要

m m m m
2

NO.126+11.5(L) 3.000    21.790    73.3    第2号取付道路図より

NO.129+9.7(Ｒ) 3.000    21.540    90.8    第3号取付道路図より

NO.129+14.65(L) 3.000    21.310    80.0    第4号取付道路図より

合　　計 244.1   

取　付　道　路　工　計　算　書



No. 8 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

歩車道 境界 ブロ ック HB-F1-K1 m  243 1

§8.縁石工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



m

NO.125 + 16.32 ～ NO.129 + 6.10  71 9

m

NO.129 + 9.90 ～ NO.138  171 2

m m

 0 0  243 1

m

 243 1合　　　　　計

測 点 延 長 ・  個  数 測 点 延 長 ・  個  数

小　　　　　計 小　　　　　計

No. 8 - 3

HB-F1-K1

延　長　調　書

左　　　　　側 右　　　　　側



種 別

m

延 長 HB-F1-K1 243 1

個

個 数 L=2.0m 50.0 × 243.1 / 100.0 121 6

m3

コ ン ク リ ー ト σck=18N/mm2 6.1 × 243.1 / 100.0 14 8

m2

同 上 型 枠 41.0 × 243.1 / 100.0 99 7

エラスタイト m2

伸 縮 目 地 t=10mm 0.6 × 243.1 / 100.0 1 5

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

No. 8 - 4

HB-F1-K1

3
0
0

コンクリート

σck=18N/mm2

歩道境界ブロック

(両面R)

個 数

種 別 単 位

個

数 量 適 用

49.8

100m当り数 量 表

L=2.0m

コ ン ク リ ー ト σck=18N/mm2

同 上 型 枠

m3

m2

伸 縮 目 地 m2

参 考 重 量 kg/個

6.1

41

0.6

296

100100

180

240

420

1
0
0

1
0
02
0
0

HB-F-K1 S=1:10

50.0



No. 9 - 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

視 線 誘 導 標 スノーポール併用型(両面) 個  4 0 土中用

〃 個  4 0 縁石用

§9.道路付属施設工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



土中用 縁石用

NO.124 + 5.00 NO.124 + 5.00

NO.125 + 5.00 NO.125 + 5.00

NO.126 + 4.00 NO.126 + 4.00

NO.127 + 14.70 NO.127 + 14.70

NO.128 + 9.20 NO.128 + 9.20

NO.130 + 9.00 NO.130 + 9.00

個 個

NO.132 + 9.00  1 0 NO.132 + 9.00  1 0

個 個

NO.134 + 9.00  1 0 NO.134 + 9.00  1 0

個 個

NO.136 + 9.00  1 0 NO.136 + 9.00  1 0

個 個

NO.137 + 9.00  1 0 NO.137 + 9.00  1 0

NO.138 + 11.50 NO.138 + 3.50

NO.139 + 9.00

個 個

 4 0  4 0

個

 8 0合　　　　　計

測 点  延長・個数 測 点  延長・個数

小　　　　　計 小　　　　　計

No. 9 - 3

延　長　調　書

視線誘導標

左　　　　　側 右　　　　　側



種 別

個

個 数 土中用 スノーポール併用型(両面) 4 0

個

個 数 縁石用 スノーポール併用型(両面) 4 0

算　　　　　　　　　　　式 数　　量

No. 9 - 4

S=1:20

ネかせ(φ9×200）

ス ノ ー ポ ー ル 併 用 型 ( 両 面 )

視 線 誘 導 標 （ 土 中 用 ）
1

0
0
0

8
0
0

9
0
0

2
7
0
0

プリズム（φ100ｍｍ）

赤色

白色

φ75×65×1050

φ89×77×1650

県名

(車両進行方向)

S=1:20ス ノ ー ポ ー ル 併 用 型 ( 両 面 )

視 線 誘 導 標 （ 縁 石 用 ）

1
0
0
0

8
0
0

プリズム（φ100ｍｍ）

赤色

白色

φ75×65×1050

φ89×77×1650

青森県

(車両進行方向)

4
0
0

2
2
0
0

サヤ管

φ104×φ92×250

5
0



No. 2

名　　　 　称 規  格 ・ 寸　法 単 位

案 内 標 識 箇所  1 0

案 内 標 識 板 m2  6 2

標 識 支 柱 DHP-KF2-(1) 箇所  0 0

DHP-KF2-(2) 箇所  0 0

DHP-KF2-(3) 箇所  1 0

標 識 基 礎 DHK-KF1-4F 箇所  0 0

DHK-KF2-1S 箇所  0 0

DHK-KF2-2S 箇所  1 0

作 業 土 工 床　掘 m3  24 6

埋戻し m3  16 9

残　土 m3  5 8

道路案内標識工

数　　　量　　　表

数　　　　量 摘　　　　要



Ａ(m) Ｂ(m) 面積(m2)
DHP-KF2-

(1)
DHP-KF2-

(2)
DHP-KF2-

(3)
DHK-KF1-4F DHK-KF2-1S DHK-KF2-2S

案内標識（1）

案内標識（2）

案内標識（3）

案内標識（4）

案内標識（5）

案内標識（6）

案内標識（7）

案内標識（8） 1 2.0 3.1 6.20 1.0 1.0 24.6 16.9 5.8

案内標識（9）

合 計 1 6.2 0 0 1 0 0 1 24.6 16.9 5.8

N
o
.
 
3

残　土
(m3)

名　　　 　称 箇所

板面積 支柱構造形式 基礎構造形式
床　掘
(m3)

埋戻し
(m3)



案内標識（1） 基

NO.44 + 10.0

案内標識（2） 基

案内標識（3） 基

NO.52 + 5.0

案内標識（4） 基

NO.106 + 18.0

案内標識（5） 基

案内標識（6） 基

NO.4 + 11.0

案内標識（7） 基

NO.115 + 19.0

案内標識（8） 基

NO.134 + 18.0  1 0

案内標識（9） 基

NO.143 + 15.0

基

 1 0合　　　　　計

測 点  面  積 ・ 個 数 測 点  面  積 ・ 個 数

No. 4

延　長　調　書



案内標識（8） 種 別

基

案 内 標 識 NO.134+18.0(L) 1 0

枚

案 内 標 識 板 カプセルプリズムHIP A 2000 × B 3100 = 6.20 m2 1 0

枚

津 軽 道 目 隠 し 板 カプセルプリズムHIP A 460 × B 1420 = 0.65 m2 1 0

本

目隠し板ボルトナット M6×24 SUS304 16 0

kg

標 識 支 柱 DHP-KF2-(3) 779 18

kg

柱 材 φ318.5×6.9 6.880m × 53.0kg/m 364 64

kg

梁 材 φ165.2×4.5 4.3m × 17.8kg/m × 2本 153 08

kg

ツ ナ ギ 材 φ114.3×4.5 1.00m × 12.2kg/m × 2本 24 40

kg

補 強 材 等 237 06

標 識 基 礎 DHK-KF2-2S

m3

コ ン ク リ ー ト コンクリート⑧ A 4500 × B 1200 × C 1400 7 56

m2

型 枠 4.5 × 1.4 × 2 + 1.2 × 1.4 × 2 16 0

再生砕石 m3

基 礎 材 (最大粒径40mm) 4.7 × 1.4 × 0.15 1 0

m2

4.7 × 1.4 6 6

kg

鉄 筋 D13,SD295A 151 40

kg

ア ン カ ー ボ ル ト 71 04

m3

作 業 土 工 床　掘 3.8 × ( 5.7 + 7.25 ) / 2 24 6

m3

埋戻し 24.6 - 1.0 - 1.5 × 4.5 16 9

m3

残　土 24.6 - 16.9 / 0.9 5 8

No. 12

数　　量算　　　　　　　　　　　式

床掘 A=3.8m2埋戻し控除
A=1.5m2

作業土工

7 250

4 500

5 700

基礎工詳細図 S=1:30
DHK-KF2-2S

1
5
0

1
4
0
0

100 100

1
0
0

4
@
3
0
0
=
1

2
0
0

1
0
0

100 100

1
0
0

4
@
3
0
0
=
1

2
0
0

1
0
0

1
5
0

1
4
0
0

100 1 200 100

1 400

100 4@250=1 000 100

1
00

1
2
0
0

1
0
0

1
4
0
0

1
0
0

4
@
2
5
0
0
=
1

0
0
0

1
0
0

側 面 図 断 面 図

平 面 図

A2

A3

鉄 筋 加 工 図

A1 D13-4 330-N=16本 A2 D13-3 790-N=16本

195 195

1
2
0
0

1 000

A3 D13-1 390-N=16本

1 000

1
9
5

種 別 径 本 数 長 さ

A1 D13 16 4.330

総延長

69.280

摘 要

鉄 筋 重 量 表

A2 D13 16 3.790 60.640

A3 D13 16 1.390 22.240

D13 合 計 152.160

152.160m * 0.995kg/m = 151.399kgD13

S=1:30
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目隠し板詳細図 S=1:10
「津軽道」表示目隠し

457

274 25

2
0
5

2
5

4
6
0

1 420

ボルトナット

M6×24 SUS304 Wナット

※サイズ：460×1420
素 地：青色2935
シート種別：カプセルプリズムHIP

耐食アルミ板 2mm厚

道路案内標識 S=1:50
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AL-T-80×80×5×8

STK 318.5φ×6.9

STK 165.2φ×4.5

STK 114.3φ
×4.5

DHK-KF2-1S

コンクリート⑧

基礎材
再生砕石(最大粒径40mm)
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部材重量

主

材

補

強

材

等

名 称

柱 材

梁 材

つなぎ材

キャップ(柱)

同取付板

同ビス

キャップ(梁)

フランジ

フランジリブ

フランジリブ

フランジリブ

フランジボルト

標識板取付板(上)

標識板取付板(下)

標識板ボルト

ベースプレート

ベースプレートリブ

計

計

単位重量(kg)

53.0(kg/m)

17.8(kg/m)

12.2(kg/m)

2.00

0.09

0.02

0.54

10.74

3.63

2.57

2.90

0.54

5.16

3.89

0.21

82.92

3.77

数 量

6.880m

4.300m×2本

1.000m×2本

1個

4個

8個

16個

2個

4個

4個

4個

4個

4個

2個

8個

8個

1個

重量(kg)

364.64

153.08

24.40

542.12

2.00

0.36

0.08

2.16

42.96

14.52

10.28

23.20

8.64

10.32

7.78

1.68

82.92

30.16

237.06

合 計 重 量 779.18

50
80

55
8
0

68
80

ア
ン

カ

|

ボ

ル

ト

アンカーボルト

同固定枠

計

6.05

2.83

8組

8個

48.40

22.64

71.04
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